学習指導資料：「ネット社会の歩き方：レッスンキット」

「１４０．電子マネーってなんだ？」

１．指導対象

　　中学校、高等学校
２．教科・科目

　　技術家庭科、家庭科、ホームルーム、道徳、情報
３．指導意図

　この授業では、電子マネーやその機能を持ったカードやスマートフォンの基本的な知識の確認を行う。公共交通や大手スーパー、コンビニエンスストアで使われる電子マネーは、特にＩＣＴ関連の授業に関わらず必須の知識として指導されたい。
　サービスと電子マネー会社が１対１だった頃に比べて、スマートフォンに情報を代替できるようになって、利用範囲は格段に広がっている。それが何であるか、利点・欠点も考えずに無意識で利用することはネット社会では大変な危険をはらむことになる。

　日本銀行券や硬貨は、現物による裏付けが匿名による売買を可能にしているが、電子マネーは通貨価値を移した利用者の個人情報と購買情報が強く結び付いて相手側に渡るということは、中高生なら把握しておきたい（趣味趣向が企業側に把握され、実店舗とは無関係のWeb利用にも反映される可能性がある）。現金やファミリークレジットカードでの購入でも、ポイント付与のため提示すれば、同じことになる。
　そこで、電子マネーや深い結び付きのあるスマートフォンでの決済システム全般に関する知識の習得を目的として、チャージ式やQRコード利用、直接利用することが無いとは思うが暗号通貨も含めて、電子（的）なマネーを網羅した。
　ここでは、電子マネーに関する最低限の知識のみを扱うので、情報モラルに関する部分（使いすぎや詐欺など）は、他の学習ユニットを追加的に用いて対処することとする。

４．指導目標

①電子マネーの基本的な種類と機能を知る。
②電子マネー決済や運用の注意点を知る。

③物理的なカードとスマートフォンとの関係を知る。

５．授業展開例

	学習活動
	教師の支援

	(1) 導入　テーマの紹介
(2) 展開　学習ユニットの使用

　学習ユニットを全員で視聴する。

まとめ「電子マネーの安全な使い方」
「電子マネーやカードのまとめ」画面

　要点の確認


	　「電車に乗るとき、スーパーやコンビニエンスストアで買い物をするとき、何でお金を払っているでしょう？」と発問し、ワークシートに記入させる。ここでは「紙の定期券、切符、プラスチックカード、スマートフォン」といったアバウトな書き方でかまわない。
　現金以外の決済手段を考えさせる。以下に一例を示す。
１．カードやスマートフォンで代金を支払いたい（目的）
２．会員サービス入会・ID発行

３．会員情報の記入・登録
４．会員の承認・IDの発行（パスワード登録等）
５．現金価値のチャージ
６．利用開始
　サービスによってはICカード購入や無償配布後に２．からの作業を行う場合もある。いずれにしても個人情報が必要。
　ワークシートに特徴をメモしながら視聴してもよいし、全体視聴後に個別に再見して書き出しても良い。
　各自が振り返りとして視聴させてもよいし、教師が説明していっても良い。
　発展学習として深い学びにつなげると良い。


６．発展学習にあたって
・カードやアプリを利用するときに入力した個人情報にはどのようなものがあったか考えさせる。
　教員が電子黒板等で会員登録直前までの画面を示して考えさせても良い。なぜそのような情報を企業が必要としているのかという視点を持つ。
・スマートフォンのアプリで使っていたり、情報連携をしている場合は、購入履歴を元にお勧め商品を表示したり、クーポンを発行したりなどのリアクションがあるが、なぜこのようなことが可能なのかを考えさせる。
・電子マネー以外の決済方法についても調べさせる。
　キャッシュカード（デビットカード）、タッチ決済のキャッシュカード、クレジットカード、ポストペイカード、コンビニエンスストア等で入手可能なプリペイドカード（Amazon、楽天、Apple Gift、任天堂プリペイドなど）
７．指導資料

(1) 各社の電子マネー
FeliCa（SONY）
　https://www.sony.co.jp/Products/felica/
nanaco（セブンイレブン）

　https://www.tca.or.jp/
waon（イオン）

　https://www.waon.net/
　Edy（楽天）
https://edy.rakuten.co.jp/
Suica(JR東日本）
https://www.jreast.co.jp/suica/
 ICOCA（JR西日本）
　　 https://www.jr-odekake.net/icoca/
(2) スマートフォン決済アプリ
Apple Pay
https://www.apple.com/jp/apple-pay/
Google Pay
https://pay.google.com/intl/ja_jp/about/
